
J‐STAGE3

独立行政法人 科学技術振興機構
知識基盤情報部

平成24年5月2４日

資料３
科学技術・学術審議会学術分科会

研究環境基盤部会学術情報基盤作業部会
（第５１回）平成２４年５月２４日（木）



© 2012 ＪＳＴ All rights reserved.
Page 1

ジャーナルツールで新着号をRSS配
信、メールアラートも充実。

(J-STAGE)

学協会で作成したHTMLや各種情
報も多彩なメニューから表示。

（J-STAGE）

ジャーナルの「顔」 カバーアートを号
ごとに表示可能。

(J-STAGE)

■ジャーナルトップ画面



© 2012 ＪＳＴ All rights reserved.
Page 2

巻号一覧はツリー表示。前身誌や後
継誌巻号も上下に表示。
J-STAGEとJournal@rchiveで分か
れていた巻号もシームレスに一覧表
示が可能。

学協会からのお知らせやおすすめ記
事も表示可能に。(J-STAGE)

複雑な誌名変遷を持つジャーナルに
ついても変遷の樹形図が表示できる
ようになります。（オプション）
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記事ツールで学術情報を共有、ＳＮＳ※にも対応。

DOI／JOI等の識別子で検索が可能。
翻訳検索にも対応予定。

前の記事／次の記事リンクで、ペー
ジをめくるような感覚で書誌ページを
閲覧。

■記事トップ画面（開発中）

※ソーシャル・ネットワーキング・サービス

タブ切替によりみたい項目を整理し
て表示。
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J-STAGE3の特徴

XML化による標準化
世界標準のJATS XMLの採用(JATS: Journal Article Tag Suite)
多言語化（NLMDTDv3.0→JATS0.4）
メリット（システムの高機能化、検索精度向上、データの汎用性、再利用性向上）

J-STAGEとJournal@rchiveの統合

Japan Link Centerとの連携によるリンク先の拡大

投稿システムのASP化

CrossCheckを４月からスタート

（より使いやすいシステムへ）
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総アクセス数 J2総アクセス数平均

J-STAGE3 5/7～5/18の日別総アクセス数
（HP、ジャーナルトップ、抄録、全文等、すべての画面表示数の和）
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J-STAGE3 5/7～5/18の日別ＰＤＦダウンロード数
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PDFダウンロード J2PDFﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数平均
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30%

30%

14%

3%

3%

20%

医学・薬学

工学

生物科学

化学

物理学

学際科学・人文社会科学

●公開ジャーナル誌数
857誌 （平成24年4月末現在）

●公開ジャーナル分野別割合

J-STAGE３の公開状況



© 2012 ＪＳＴ All rights reserved.
Page 8

ジャパンリンクセンター（JaLC）のご紹介

平成２４年５月

JaLC 事務局



© 2012 ＪＳＴ All rights reserved.
Page 9

■ジャパンリンクセンター
（Japan Link Center、JaLC）とは

●電子化された日本国内の学術論文、論文付随の情報、書籍などの学術コンテン
ツ一つ一つに国際標準の識別番号（Digital Object Identifier、DOI）を付与

●国内外のコンテンツの書誌情報と所在情報を一元的に管理、コンテンツ間のリン
ク関係（引用・被引用も含む）を中継

→ 永続的なアクセスの保障に基づく相互リンクで
コンテンツの流通性・活用度を飛躍的に向上

●日本の情報提供機関および研究機関（NDL,NII,JST,NIMS）による共同運営
でスタート。民間出版社、大学などJaLCの輪を拡げ、オールジャパンのインフラに。

●世界で9番目のDOI登録機関 (付与権限を持つ機関)

ボーン・デジタルの時代に欠かせない情報流通基盤
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■ジャパンリンクセンターの概要

検索機関 （検索データベース等を運用）

デポジット機関（コンテンツの書誌情報や所在情報を登録）

国内データベース

大学、研究機関（NIMSなど）
国内出版社

学協会等の電子ジャーナル

ELS

事業者等

NDL

JST

海外連携機関

利用機関

連携

IDF

NDL
全文情報の所在確認

リンクの実現

書誌情報・
所在情報（URL）

の登録

NII

JST

JST

NII
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識別子DOIを付与することにより、URLの変更によらず

コンテンツへの恒久的なアクセスを実現

■ジャパンリンクセンターの機能（１／４）～アクセス保証～

リンク先のURL（所在）が変わってもDOIは変わらない。

⇒ 同一のURL（http://dx.doi.org/DOI）で恒常的にアクセス可能

URL変更登録
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データベース等の検索結果から電子ジャーナルサイトの論文の全文
へのリンクを実現

例：PubMedからJ-STAGE全文へのリンク（イメージ図）

■ジャパンリンクセンターの機能（２／４）～全文サイトリンク～

全文データベースへの
リンクボタンをクリック

Ja
LC経

由
で

・・
・

全文サイトへ移動
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■ジャパンリンクセンターの機能（３／４）～引用文献リンク～

電子ジャーナルサイトの論文中にある引用文献へのリンクを実現

例：J-STAGEの引用文献からその全文または抄録DBへのリンク（イメージ図）

引用文献リンクをクリック

JaLC経由で・・・

引用文献サイト（全
文）へ

引用文献サイト（抄録DB）へ

選択可能
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■ジャパンリンクセンターの機能（４／４）～被引用文献リンク～

他論文に引用された場合、元論文全文へのリンクを実現（イメージ図）

JaLC経
由

で
・・

・
引

用
元

文
献

サ
イ
トへ

例：J-STAGEの被引用文献リンクから引用元文献サイトへ（イメージ図）

引用元文献サイトへの
リンクをクリック
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【補足】 DOI について

国際標準の識別子 DOIとは

● DOIは、コンテンツ個々の電子データに付与される国際的な識別子（Digital 
Object Idendifier）で、ISO規格26324（ISO委員会TC46/SC9の規約上、
識別または叙述の責任に及ぶ範囲内）によって標準化されている。

●各機関固有のDOI-prefixと、個々のコンテンツを特定するDOI-suffixとを
/（スラッシュ記号）でつないで並べた形となっている。

●冊子や論文単位だけでなく、任意の図表やページ等、より細分化したレベ
ルで付与することもできる。

アクセスする際のURL ⇒ http://dx.doi.org/10.1231/johokanri.39.1

DOIの例： 10.1231 / johokanri.39.1

DOI-Prefix DOI-Suffix
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